
文化庁連携プラットフォーム 生活文化プロジェクト事業 実施報告書 

 

＜概  要＞ 

時 期：2025年 11月 

会 場：京・和新庵～文化と産業の交流拠点～ 

概 要：京都企業に勤めるビジネスパーソン等に対し日頃から文化に親しむ環境を充実させ

ることで、京都に根付く文化の知識を深め文化を通じた京都ならではの人財を育成

すること目指し、幅広く文化の体験機会を創出するプログラムを実施した。 

 

＜実施内容＞ 

①煎茶体験 

煎茶独特の道具やしつらえ、所作、お茶席等を体験し、ビジネスシーン

に活かせるコミュニケーション能力を学ぶプログラム 

【開催日】2025年 11月１日（土） 【参加者数】30人 

【実施者】三清庵 小川後楽堂 代表 小川流煎茶家元 小川後楽 

【参加者の感想】「上下関係などの立場を超えた距離感を掴むことを学べた」、「煎茶の作法

や道具・空間づくりを通して相手への心遣いを表すことができると学んだ」 等 

 

②演劇体験 

演劇で使われる身体表現の技術を体験し、プレゼンテーションなどビジ

ネスシーンに役立つ表現力やコミュニケーション力を高める方法を学

ぶプログラム 

【開催日】2025年 11月８日（土） 【参加者数】15人 

【実施者】一般社団法人アーツシード京都 代表理事 吾郷 賢 

【参加者の感想】「演劇の呼吸方法や歩行動作を実際に行うことで感情のコントロールが

できた」、「場の空気を作り言葉を使わずとも相手に伝える方法について体験できた」等 

 

③ｅスポーツ・メタバース体験 

文化財・美術や広告宣伝に活用されているメタバースや、企業の組織作

りに活用されている eスポーツを体験し、ビジネスとの接点につなげる

プログラム 

【日時】2025年 11月 17日（月） 【参加者数】25人 

【実施者】エスフラックス・ＫｙｏＤｏデザインスタジオ 代表 木多 資郎 

【参加者の感想】「自社のビジネスとメタバースの親和性の高さを実感した」、「eスポーツ

がチームプレイや企業 PRでビジネスに活用できるツールであることを体験できた」等 

 

④いけばな体験 

生け花のデモンストレーションの見学や体験をし、「省略」「季節」など

華道の思想を学び構成力や決断力などビジネスとの接点につなげるプ

ログラム 

【日時】2025年 11月 30日（日） 【参加者数】32人 

【実施者】華道家元池坊京都支部 引立教授 小池 美由希 

【参加者の感想】「『引き算』で空間を創る考え方がビジネスにも通じることを学んだ」「『生

け花』、『人』、『ビジネス』について多面的な学びが楽しくできた」等 

 

 



＜広報＞ 

京都経済４団体（京都商工会議所、(一社)京都経営者協会、(一社)京都経済同友会、(公社)

京都工業会）において、各団体会員宛に案内を行ったほか、京都商工会議所のホームページ・

SNS等を通じても告知・報告とともに、京都企業・ビジネスマンに対して広く文化にかかわる

情報を発信した。参加者からも SNSでプログラムに参加した感想等が発信されている。 

・実施報告（京都商工会議所 Facebook） ・参加者の声（X） 

・告知（広報チラシ・京都商工会議所ホームページ・Instagram） 


